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論 文 内 容 の 要 旨 
浅井和行の論文「メディア・リテラシーの育成に関する研究－小学校新教科のカリキュ
ラム開発－」は、序章、終章を含んだ全 7 章から構成されている。以下、各章の要旨をま
とめる。 
序章では、現代社会の急速な発展により、子どもたちの生活からメディアはなくてはな
らないものになってきたが、メディアについての教育が十分に行われてこなかった点を指
摘し、メディア・リテラシー教育の重要性を論じている。また、研究を始めるきっかけと
なった自身の教師としてのこれまでのメディアにかかわる体験から、メディア・リテラシ
ーのカリキュラムを開発するまでの経緯について説明をしている。 
第 1 章「メディア・リテラシーの捉え方」では、歴史的、学術的な観点からメディア・
リテラシーの概念がどのように形成されたかを分析している。メディア・リテラシーに関
する研究は、1930 年代に始まり、ラジオや映画を使った受け手としての視聴能力に関する
調査から始まり、次第にテレビやコンピュータを使った教育でのリテラシー研究に広がっ
てきた。現代では、インターネットやスマートフォンなど最新のテクノロジーをどのよう
に学ぶべきか、メディア教育の範囲が広がってきた。メディア・リテラシーの構成要素を
検討し、研究を進めるうえで先行研究の整理を行っている。 
第 2 章「海外のメディア・リテラシー教育の比較」では、公教育のカリキュラムの中に
メディア・リテラシーが位置づけられているイギリス、カナダ、オーストラリアの教育を
比較検討している。3 か国のメディア・リテラシー教育の内容を比較検討し、カリキュラ
ム開発を行うための留意点を抽出した。 
第 3 章「書籍が実践報告を通じて伝えているメディア・リテラシーのイメージ」では、
メディア・リテラシー教育を扱った書籍から 36 の実践事例を抽出し、分析を行っている。
メディア・リテラシー教育を通して、達成するべき目標がどこにおかれているか確認し、
カリキュラム開発の手立てとすることを目指した。分析の結果、「受け手の思考力」「送り
手の思考力」「メディアとかかわる知識と技能」の 3 つの能力を育成することを目指して
いることが明らかになった。これらの能力は、１章でのメディア・リテラシーの構成要素
と一致する。 
第４章「メディア・リテラシーと学習指導要領」では、2008 年改訂の小学校の学習指導
要領に、メディア・リテラシーの要素がどのように盛り込まれているか、分析を加えてい
る。指導要領にはメディア・リテラシーという用語は記載されていないが、「知識・技能を
活用して課題を解決するための思考力，判断力，表現力等の育成」や「言語活動の充実」
という項目が新たに取り入れられ、メディア・リテラシー教育における批判的思考力に相
当する能力の育成が求められるようになってきた。特に、国際学習到達度調査（PISA）で
目指されている「読解力」「活用力」の育成に重点が置かれ、メディア・リテラシーとの関
連が明確になっていることが示された。 
第 5 章「メディア・リテラシー教育のカリキュラム開発」では、文部科学省から研究開
発の指定を受けた小学校でのメディア・リテラシー教育のカリキュラム開発実践を事例と
して取り上げ、分析をしている。2011 年から 3 年間にわたり、メディア・リテラシー教育
を実践するために、新教科「メディア・コミュニケーション科」を開設し、カリキュラム
開発をアクションリサーチした。 
新教科では、メディア形態を「対面系」「プリント系」「動画・音声系」「情報通信系」
の 4 つに分け、37 の学習単元を開発し試行錯誤を重ね、系統性を重視し、各学年３つずつ
の計 18 の学習単元にまとめた。たとえば、2 年生の「効果音を使って場面の様子を伝えよ
う」の単元は、効果音の面白さや場面にあった使い方、聞き手の受け取り方など、低学年
向けの目標を設定し、7 時間で構成されている。活動はパソコン教室で行われ、児童はパ
ソコンを操作し、さまざまな効果音を聞いたり、組み合わせたりして感じ方の変化を体験
した。児童は楽しみながらメディアに触れ、体験を通して音に対して意識的にとらえるこ
とができるようになった。 
浅井は、このような授業実践を研究者として観察するとともに、校長として組織作りを
始め、委員会の運営、公開授業の実施などを行い、体系的なカリキュラムを作成した。公
開授業の記録や生徒へのアンケート調査の結果、メディア・リテラシーを育成できたこと
が確認された。 
終章「研究の成果と今後の課題」では、研究全体を振り返り、先行研究をもとに新教科
「メディア・コミュニケーション科」のカリキュラム開発を行い、学習成果を評価できた
点を成果として挙げている。メディア・リテラシーに関する内容は、国語、理科、社会な
どに埋め込まれているが、教科として独立した科目がないために、それを意識した実践を
するのが難しかった。なぜなら各教科の目標とメディア・リテラシーの目標の二つを達成
することが求められるからだ。本研究により、独立教科として教育に取り入れる重要性を
確認することができた。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
浅井和行の論文「メディア・リテラシーの育成に関する研究－小学校新教科のカリキュ
ラム開発－」について、以下審査結果の要旨を述べる。 
 本論文の特徴は、以下三点である。 
 第一の特徴は，メディア・リテラシー教育の理論と実践事例を豊富に収集するとともに、
学習指導要領の内容分析を行い、カリキュラム開発との関連で整理した点である。まずメ
ディア・リテラシーに関する研究と教育の系譜に関して、研究論文や書籍のレビューを行
い、問題点と可能性を十分に整理している。次に、海外の先進事例を収集し、メディア・
リテラシー教育が公教育においてどのように位置づけられ、実践されているか、カリキュ
ラムと教育実践の関連で論述している。カナダ、オーストラリア、イギリスの公教育にお
いて、メディア・リテラシーはカリキュラムに系統的に組み入れられ、スパイラルアップ
の学習活動が展開されていることが示された。 
しかし、これらの国のメディア・リテラシーは主に国語科の内容として教えられており、
日本にそのまま適用することはできない。各教科の中にメディア・リテラシー教育をどの
ように組み入れるか、教科ごとに明示されないと，授業として実践するのはむずかしい。
そこで、2008 年に改訂された学習指導要領を分析し、教科別にメディア・リテラシーの構
成要素を抽出し整理した。構成要素は各教科に含まれ指導するべきものとして取り上げら
れているが、指導要領は教科別に作成されているため、教科間の関連は十分に示されない
ままの提示であることも明らかになった。 
このようにメディア・リテラシーの系譜、海外の事例、書籍から実践事例の抽出、学習
指導要領の分析と幅広いアプローチから、メディア・リテラシー教育を分析し、カリキュ
ラム開発のための整理を行ったことは評価することができる。 
 第二の特徴は、小学校現場においてメディア・リテラシー教育の新教科を設置し、カリ
キュラム開発を行った点である。研究者によるカリキュラム開発は一般的に理論を整理し、
モデル化したものを提示しがちであるが、それでは現場と乖離したものになってしまう。
一方、現場の実践のみを集めたのでは、学習者の興味を引く体験を寄せ集めた，体系性の
乏しいカリキュラムになる。本研究では、第一の特徴としてあげたように、十分な文献分
析を行い、理論をまとめたことに加え、現場教師との連携の中で形成的評価を何度も繰り
返すアクションリサーチが行われ、改訂をしてきた。それは、付属小学校の校長として赴
任し、文部科学省から研究開発学校の指定を受け、メディア・リテラシー教育の新教科を
立ち上げることができたからである。研究指定校として学校全体で取り組み、実際に授業
を実践し、授業研究を繰り返す中でカリキュラムの開発が行われてきた。このように上か
らのアプローチと下からのアプローチを効果的に組み合わせて，カリキュラムを開発する
ことは簡単ではない。このような理論と実践の往還を行う研究は単に時間がかかるだけで
なく、地道な努力が求められる。本研究のような理論に基づいた丁寧な授業実践とその調
査の積み重ねによる成果は，実践や理論と整合性の高いものであると同時に実用的なもの
になっている。 
第三の特徴は、一、二の特徴とも関連するが、浅井がメディア・リテラシー教育をライ
フワークとして取り組み、これまでの研究知見と経験の集大成として本論文を成就したこ
とである。浅井は、長年、小学校教諭として教育に携わり、メディア・リテラシー教育を
自身で実践し、改善を行ってきた。また、大学に移籍した後は、現場教師と協働して授業
をデザインし、その実践の観察・評価を長年続けてきた。さらに、メディア・リテラシー
教育に関する教育実践を数多く収集し、研究者としての立場から客観的に実践の分析を行
ってきた。このように、現場教師として、現場教師の協働を通して、長期にわたりメディ
ア・リテラシー教育に関わってきた数少ない研究者である。前述したように、研究者の提
唱する教育理論と教師の教育現場の状況との間にはギャップがあるとよく言われているが、
浅井自身の小学校での教師経験、大学教員として現場教師と協働で行う研究スタイル、そ
して研究者として研究に対する真摯な姿勢は、本論文の内容に十分に反映されている。 
評価方法を改善したり、各教科で実践したりするためには今後のさらなる研究が求めら
れるが、新教科としてカリキュラムの形にし、実践事例を評価してきたことでメディア・
リテラシー教育の普及につなげることができた。 
以上の点を鑑み、本論文は博士論文として価値のあるものと認める。 
